
中
部
方
面
混
成
団
（
団
長

古
河
克
樹
一
佐)

は
、
九
月
二
十
九
日
に
あ
い
ば
野
演
習
場
に
お
い

て
平
成
二
十
三
年
度
団
持
続
走
競
技
会
を
実
施
し
た
。

競
技
は
昨
年
と
同
様
に
軽
武
装
で
の
個
人
走
で
実
施
し
、
各
部
隊
代
表
選
手
は
秋
晴
れ
の
中
、

高
低
差
約
四
十
ｍ
の
あ
い
ば
野
演
習
場
内
五
㎞
コ
ー
ス
を
部
隊
の
誇
り
を
か
け
て
全
力
で
疾
走
し

た
。競

技
会
は
、
第
一
〇
九
教
育
大
隊
が
日
頃
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
昨
年
準
優
勝
の
雪
辱

を
果
た
し
て
見
事
優
勝
し
た
。

（１）第１１号 か け は し 平成２３年１０月１日発行
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成

績

◆
団
体
の
部

優
勝第

一
〇
九
教
育
大
隊

準
優
勝

第
一
一
〇
教
育
大
隊

◆
個
人
表
彰
（
上
位
十
名
）

一
位二

曹

片
田

堅
（
第
一
〇
九
教
育
大
隊
）

二
位二

曹

中
村

太
一
（
第
四
陸
曹
教
育
隊
）

三
位二

曹

茂
山

和
生
（
第
一
〇
九
教
育
大
隊
）

四
位三

曹

中
塚

寿
幸
（
第
一
〇
九
教
育
大
隊
）

五
位三

曹

尾
﨑

祐
介
（
第
一
〇
九
教
育
大
隊
）

六
位三

曹

久
保

良
平
（
第
一
一
〇
教
育
大
隊
）

七
位三

曹

柴
野

浩
治
（
第
四
十
七
普
通
科
連
隊
）

八
位三

曹

丸
本

浩
（
第
四
十
七
普
通
科
連
隊
）

九
位二

曹

筧

満
（
第
四
十
七
普
通
科
連
隊
）

十
位二

曹

堀
内

亮
（
第
一
一
〇
教
育
大
隊
）

◆
個
人
表
彰
（
敢
闘
賞
）

二
十
九
歳
以
下

三
曹

中
山

幸
二
（
第
一
一
〇
教
育
大
隊
）

三
十
歳
～
三
十
四
歳

二
曹

遠
藤

夏
雄
（
第
一
〇
九
教
育
大
隊
）

三
十
五
歳
～
三
十
九
歳

二
曹

瀧
本

浩
一
（
第
一
〇
九
教
育
大
隊
）

四
十
歳
～
四
十
四
歳

一
曹

泉
田

秀
利
（
第
一
〇
九
教
育
大
隊
）

四
十
五
歳
～
四
十
九
歳

曹
長

糸
賀

司
（
第
四
十
七
普
通
科
連
隊
）

五
十
歳
以
上

曹
長

社

徳
行
（
第
四
十
七
普
通
科
連
隊
）

女
性
の
部

二
曹

三
嶋

綾
（
第
一
〇
九
教
育
大
隊
）

古河混成団長の号音で競技会の幕を開ける

部隊の誇りをかけて奮闘する選手達

見事優勝を勝ち取った第１０９教育大隊の隊員
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新

部

隊

長

紹

介

第
四
十
七
普
通
科
連
隊
長

有

浦

隆

一

佐

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

●
生
年
月
日

昭
和
三
十
三
年
二
月
二
十
四
日

●
出
身
地

福
岡
県

●
主
要
勤
務
歴

幹
部
候
補
生
学
校
区
隊
長(

前
川
原)

富
士
学
校
戦
術
教
官(

富
士)

第
十
九
普
通
科
連
隊
中
隊
長(

福
岡)

湯
布
院
駐
屯
地
業
務
隊
長(

湯
布
院)

第
一
〇
一
後
方
支
援
連
隊
副
連
隊
長(

那
覇)

西
部
方
面
総
監
部
厚
生
課
長(

健
軍)

●
趣

味

ツ
ー
リ
ン
グ
・
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ

●
部
隊
長
要
望
事
項

共

に

練

磨

平
成
二
十
三
年
八
月
一
日
付
で
、
第
四
十
七

普
通
科
連
隊
長
に
有
浦
一
佐
が
着
任
し
た
。

第
一
〇
九
教
育
大
隊
長

猪
股

倫
夫

二
佐

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

●
生
年
月
日

昭
和
三
十
五
年
三
月
八
日

●
出
身
地

石
川
県

●
主
要
勤
務
歴

第
十
七
普
通
科
連
隊
中
隊
長(

山
口)

第
三
師
団
司
令
部
第
三
部
防
衛
班
長(

千
僧)

第
三
十
六
普
通
科
連
隊
第
三
科
長(

伊
丹)

山
梨
地
方
協
力
本
部
募
集
課
長(

山
梨)

中
央
即
応
連
隊
副
連
隊
長(

宇
都
宮)

久
居
駐
屯
地
業
務
隊
長(

久
居)

●
趣

味

神
社
仏
閣
巡
り

●
部
隊
長
要
望
事
項

明
る
く
、
元
気
に
、
前
向
き
に

平
成
二
十
三
年
八
月
一
日
付
で
、
第
一
〇
九

教
育
大
隊
長
に
猪
股
二
佐
が
着
任
し
た
。

谷
川
一
佐

離
任

谷
川
拓
美
一
佐
は
、
第
四
十
七
普
通
科
連
隊

長
と
し
て
の
二
年
四
ヶ
月
間
の
勤
務
を
終
え
、

平
成
二
十
三
年
八
月
一
日
付
で
第
四
師
団
司
令

部
付
と
な
り
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
日
を

も
っ
て
定
年
退
官
さ
れ
る
。

西
野
二
佐

離
任

西
野
強
二
佐
は
、
第
一
〇
九
教
育
大
隊
長
と

し
て
の
一
年
間
の
勤
務
を
終
え
、
平
成
二
十
三

年
八
月
一
日
付
で
中
部
方
面
混
成
団
本
部
付
と

な
り
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
三
日
付
を
も
っ

て
定
年
退
官
さ
れ
る
。

び
わ
湖
大
花
火
大
会
で

駐
屯
地
を
一
般
開
放

大
津
駐
屯
地
（
司
令

古
河
克
樹
一
佐
）
は
、

平
成
二
十
三
年
八
月
八
日
に
、
び
わ
湖
大
花
火

大
会
に
合
わ
せ
て
、
駐
屯
地
を
一
般
開
放
し
た
。

駐
屯
地
は
び
わ
湖
沿
い
に
位
置
し
、
絶
好
の

見
物
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
お
り
、
毎
年
び
わ
湖

大
花
火
大
会
に
合
わ
せ
て
、
駐
屯
地
を
一
般
開

放
し
て
い
る
。

今
年
も
十
八
時
三
十
分
の
駐
屯
地
開
放
と
同

時
に
二
二
五
四
人
の
一
般
市
民
が
駐
屯
地
を
訪

れ
、
次
々
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る
花
火
と
び
わ
湖

特
有
の
湖
面
に
映
る
花
火
を
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
ん

だ
。

駐屯地から眺める湖面の花火が絶景



大
会
当
日
、
会
場
に
着
い
て
の
第
一
印
象
は
、

「
こ
れ
は
来
る
と
こ
ろ
を
間
違
え
た
。
」
で
し

た
。
会
場
で
は
既
に
地
元
実
業
団
や
、
大
学
、

高
校
の
選
手
が
練
習
を
し
て
お
り
、
そ
の
練
習

風
景
を
見
た
だ
け
で
、
こ
の
大
会
に
参
加
す
る

選
手
の
情
熱
と
自
分
の
「
楽
し
む
つ
も
り
で
参

加
」
と
い
う
意
識
と
の
大
き
な
違
い
を
感
じ
る

と
と
も
に
、
そ
の
雰
囲
気
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

い
ざ
競
技
に
臨
む
と
や
は
り
そ
の
差
は
歴
然
と

し
て
お
り
散
々
た
る
結
果
で
し
た
。
し
か
し
、

走
っ
て
い
る
間
は
、
最
後
ま
で
自
分
の
ベ
ス
ト

を
尽
く
し
て
お
り
、
走
り
終
え
て
み
る
と
充
実

感
を
覚
え
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
初
め
て
こ
の
よ
う
な
部
外
大
会
に
参

加
し
て
現
在
の
私
は
ま
さ
に
「
井
の
中
の
蛙
」

で
あ
っ
た
と
痛
感
し
ま
し
た
。
今
ま
で
は
「
昔

取
っ
た
杵
柄
」
か
ら
「
走
る
」
と
な
れ
ば
何
と

か
な
る
と
思
い
込
み
、
日
々
努
力
の
必
要
性
を

忘
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
部
外
大
会
を
通
じ

て
「
大
海
」
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
目
標
意
識

を
堅
持
し
て
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
の
重
要
性
を

感
じ
る
よ
い
機
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。

大
会
の
帰
り
に
駐
屯
地
陸
上
部
先
輩
か
ら
、

「
年
末
に
あ
る
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
し
て

み
な
い
か
？
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
、
ふ
た
つ
返

事
で
「
出
場
し
ま
す
。
」
と
答
え
ま
し
た
。
早

速
新
し
い
目
標
が
で
き
、
「
努
力
は
決
し
て
裏

切
ら
な
い
。
」
を
心
の
支
え
と
し
、
明
日
か
ら

次
の
目
標
に
向
け
厳
し
い
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
組

み
練
成
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

か け は し

隊

員

投

稿

私
は
、
七
月
十
七
日
に
滋
賀
県
大
津
市
の
皇

子
山
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
実
施
さ
れ

た
第
七
十
七
回
滋
賀
県
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

第
六
十
六
回
国
民
体
育
大
会
選
手
権
選
考
会
で

の
種
目
「
一
五
〇
〇
ｍ
走
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

大
津
駐
屯
地
陸
上
部
に
所
属
し
て
い
る
私
は
、

先
輩
隊
員
に
「
近
々
大
会
が
あ
る
の
で
参
加
し

て
み
な
い
か
？
」
と
誘
わ
れ
ま
し
た
が
、
駐
屯

地
陸
上
部
に
所
属
し
て
、
初
め
て
の
大
会
参
加

で
あ
り
、
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
練
習
も
し
て
い
な

か
っ
た
の
で
戸
惑
い
ま
し
た
。
「
楽
し
む
つ
も

り
で
参
加
す
れ
ば
い
い
。
」
と
言
わ
れ
、
そ
の

言
葉
に
半
ば
興
味
本
位
で
、
ま
た
、
学
生
の
頃

陸
上
部
で
当
時
は
活
躍
し
て
い
た
と
い
う
安
易

な
気
持
ち
で
参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

（３）第１１号 平成２３年１０月１日発行

「
井
の
中
の
蛙
大
海
を
知
ら
ず
」

第
四
陸
曹
教
育
隊

三
等
陸
曹

岩
口

幸
成

中
部
方
面
混
成
団
及
び
大
津
駐
屯
地
は
、
平

成
二
十
三
年
八
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
五
日
に

か
け
て
、
中
部
方
面
混
成
団
友
の
会
並
び
に
大

津
駐
屯
地
協
力
会
等
二
十
四
名
を
、
平
成
二
十

三
年
度
富
士
総
合
火
力
演
習
見
学
に
引
率
案
内

し
た
。

当
日
は
、
生
憎
の
雨
と
な
っ
た
が
例
年
通
り

前
段
演
習
（
陸
上
自
衛
隊
の
主
要
装
備
品
の
紹

介
）
と
後
段
演
習
（
攻
撃
の
場
を
通
じ
た
諸
職

種
協
同
の
戦
闘
様
相
の
展
示
）
の
演
習
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
実
施
さ
れ
た
。

見
学
者
は
、
次
々
と
発
射
さ
れ
る
自
衛
隊
主

要
装
備
品
の
実
弾
射
撃
に
と
て
も
感
動
し
て
い

た
。 富

士
総
合
火
力
演
習
見
学
支
援

雨天の中、大火力を発揮

実弾射撃に感動する参加者

中
部
方
面
混
成
団
本
部
は
、
平
成
二
十
三
年

九
月
十
日
に
家
族
支
援
行
事
を
実
施
し
た
。

当
日
は
、
台
風
十
二
号
が
嘘
の
よ
う
に
好
天

に
恵
ま
れ
、
び
わ
湖
の
畔
に
あ
る
駐
屯
地
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
中
部
方
面
混
成
団
友
の
会
会

長
の
ご
配
慮
で
台
船
を
借
り
て
の
湖
上
で
の
実

施
と
な
っ
た
。

隊
員
と
家
族
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
マ
リ
ン

ス
ポ
ー
ツ
を
残
暑
の
日
差
し
の
中
で
大
い
に
楽

し
ん
だ
。

家
族
支
援
を
通
じ
て
、
自
衛
隊
に
対
す
る
一

層
の
理
解
と
協
力
を
得
る
と
と
も
に
、
家
族
間

の
相
互
連
携
を
併
せ
て
図
る
事
が
出
来
た
。

団
本
部
家
族
支
援
行
事

びわ湖の湖上でバーベキューを楽しむ



か け は し

◆
第
一
次
連
隊
野
営
訓
練
で

各
種
実
弾
射
撃
を
実
施

第
四
陸
曹
教
育
隊

第
四
十
七
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

有
浦
隆

一
佐
）
は
、
八
月
二
十
八
日
か
ら
九
月
三
日
の

間
、
あ
い
ば
野
演
習
場
に
お
い
て
平
成
二
十
三

年
度
第
一
次
連
隊
野
営
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
に
は
三
三
七
名
（
常
備
自
衛
官
一
一

九
名
、
即
応
予
備
自
衛
官
二
一
二
名
、
支
援
部

隊
六
名
）
が
参
加
し
、
各
種
射
撃
（
Ｍ
二
四
対

人
狙
撃
銃
射
撃
、
〇
一
式
軽
対
戦
車
誘
導
弾
射

撃
、
軽
装
甲
機
動
車
（
Ｌ
Ａ
Ｖ
）
発
射
発
煙
弾

射
撃
、
七
〇
式
地
雷
原
爆
破
装
置
射
撃
、
一
一

〇
ミ
リ
携
帯
対
戦
車
弾
（
Ｌ
Ａ
Ｍ
）
射
撃
及
び

五
．
五
六
ｍ
ｍ
機
関
銃
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
射
撃
）

及
び
即
応
予
備
自
衛
官
昇
進
時
訓
練
を
実
施
し

た
。 第

四
十
七
普
通
科
連
隊

第１１号 平成２３年１０月１日発行（４）

第
四
陸
曹
教
育
隊
（
隊
長

鈴
木
精
治
一
佐)

は
、
平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
五
日
、
教
育
隊

創
隊
五
十
七
周
年
記
念
行
事
を
大
津
駐
屯
地
及

び
び
わ
湖
船
上
に
お
い
て
実
施
し
た
。

当
初
、
駐
屯
地
に
お
い
て
、
第
四
陸
曹
教
育

隊
友
の
会
会
員
の
ご
臨
席
の
も
と
記
念
式
典
を

挙
行
し
た
。

式
典
に
お
い
て
、
友
の
会
会
長
山
本
進
一
様

及
び
平
田
晃
子
様
に
、
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
。

◆
教
育
隊
創
隊
五
十
七
周
年

記
念
行
事

式典で記念写真

ま
た
、
来
賓
か
ら
は
、
今
般
の
東
日
本
大
震

災
に
お
け
る
自
衛
隊
の
献
身
的
な
活
躍
が
、
国

民
か
ら
自
衛
隊
に
対
す
る
更
な
る
期
待
と
今
ま

で
以
上
の
信
頼
感
を
得
て
い
る
こ
と
を
紹
介
さ

れ
、
隊
長
以
下
基
幹
隊
員
一
同
、
陸
上
自
衛
隊

の
骨
幹
を
担
う
陸
曹
教
育
を
担
当
す
る
隊
員
と

し
て
の
崇
高
な
使
命
を
改
め
て
自
覚
し
た
。

そ
の
後
、
場
所
を
琵
琶
湖
船
上
（
遊
覧
船

「
ビ
ア
ン
カ
」
）
に
移
し
て
、
第
四
陸
曹
教
育

隊
友
の
会
主
催
で
「
感
謝
の
会
」
が
行
わ
れ
た
。

「
感
謝
の
会
」
に
は
、
第
四
陸
曹
教
育
隊
友
の

会
会
員
二
十
八
名
を
始
め
、
基
幹
隊
員
と
そ
の

家
族
一
六
〇
名
が
参
加
し
、
家
族
間
相
互
の
交

流
及
び
関
係
部
外
団
体
と
の
意
見
交
換
等
が
盛

大
に
行
わ
れ
た
。

遊覧船「ビアンカ」での感謝の会

一
日
に
は
、
一
一
〇
ミ
リ
携
帯
対
戦
車
弾
・

五
．
五
六
ｍ
ｍ
機
関
銃
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
の
両
射

撃
の
総
合
点
を
も
っ
て
各
普
通
科
中
隊
小
銃
小

隊
及
び
本
管
中
隊
情
報
小
隊
の
計
十
コ
小
隊
に

よ
る
小
銃
小
隊
射
撃
競
技
会
を
実
施
し
、
第
三

中
隊
が
昨
年
度
に
引
き
続
き
見
事
二
連
覇
を
達

成
し
た
。
ま
た
、
二
日
に
は
昇
進
時
訓
練
未
実

施
の
即
応
予
備
自
衛
官
九
名
に
対
し
、
「
集
結

地
に
お
け
る
外
哨
長
の
行
動
」
に
つ
い
て
演
練

し
、
所
望
の
成
果
を
収
め
終
了
し
た
。

本
野
営
に
お
い
て
、
部
隊
及
び
各
隊
員
の
射

撃
練
度
向
上
、
小
銃
小
隊
競
技
会
を
通
じ
て
部

隊
の
団
結
及
び
帰
属
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と

が
で
き
た
。

狙撃銃での実弾射撃

軽装甲機動車（LAV）による発煙弾射撃

０１式軽対戦車誘導弾射撃



か け は し

第
一
一
〇
教
育
大
隊

第
一
〇
九
教
育
大
隊

（５）第１１号 平成２３年１０月１日発行

第
一
一
〇
教
育
大
隊
は
、
平
成
二
十
三
年
七

月
二
十
三
日
、
善
通
寺
駐
屯
地
に
お
い
て
、
隊

員
家
族
向
け
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
「
二
十

三
年
度
前
期
異
動
者
及
び
新
婚
者
等
に
対
し
て
、

自
衛
隊
の
仕
事
内
容
や
職
場
環
境
等
に
対
す
る

理
解
の
促
進
を
図
り
、
併
せ
て
隊
員
家
族
の
自

衛
隊
及
び
部
隊
に
対
す
る
信
頼
感
の
醸
成
を
図

る
。
」
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
。

当
初
、
大
隊
長
室
に
お
い
て
、
品
川
大
隊
長

か
ら
「
大
隊
の
現
況
」
、
「
善
通
寺
駐
屯
地
周

辺
の
情
報
等
」
に
つ
い
て
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を

実
施
し
て
、
そ
の
後
善
通
寺
祭
り
に
合
わ
せ
て

駐
屯
地
で
行
わ
れ
た
花
火
大
会
を
大
隊
長
は
じ

め
隊
員
家
族
と
と
も
に
観
覧
及
び
歓
談
を
し
て

懇
親
を
図
っ
た
。

駐
屯
地
に
来
隊
し
た
隊
員
家
族
は
、
駐
屯
地

の
各
種
設
備
等
及
び
ご
主
人
、
お
父
さ
ん
の
職

場
を
実
際
に
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
、
自
衛
隊

に
対
し
て
な
お
一
層
の
理
解
を
得
る
と
と
も
に

大
き
く
打
ち
あ
が
る
花
火
に
魅
了
さ
れ
、
充
実

し
た
一
時
を
過
ご
し
た
。

◆
隊
員
家
族
向
け

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン家族へのブリーフィング

第
一
〇
九
教
育
大
隊
（
前
大
隊
長

西
野
強

二
佐
）
は
、
平
成
二
十
三
年
七
月
三
十
日
か
ら

三
十
一
日
に
か
け
、
大
津
駐
屯
地
に
お
い
て
、

夏
休
み
ち
び
っ
こ
大
会
を
支
援
し
た
。

参
加
し
た
の
は
駐
屯
地
近
傍
の
唐
崎
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
野
球
部
の
児
童
二
十
九
名
及
び
滋
賀

学
区
内
の
児
童
七
名
と
父
兄
を
含
め
た
計
四
十

三
名
が
参
加
し
、
自
衛
隊
な
ら
で
は
の
、
基
本

教
練
体
験
、
ほ
ふ
く
体
験
、
ロ
ー
プ
体
験
、
飯

ご
う
炊
事
、
装
備
品
展
示
見
学
、
体
験
試
乗
、

◆
夏
休
み
ち
び
っ
こ
大
会
支
援

基本教練

第
一
一
〇
教
育
大
隊
（
大
隊
長

品
川
善
邦

二
佐
）
は
、
平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
七
日
善

通
寺
駐
屯
地
に
お
い
て
、
大
隊
持
続
走
競
技
会

を
「
基
幹
要
員
の
持
続
走
能
力
の
向
上
を
促
し
、

士
気
の
高
揚
及
び
団
結
の
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
団
持
続
走
競
技
会
連
覇
に
向
け
て
の
準
備

能
力
を
確
立
す
る
」
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
。

開
会
式
に
お
い
て
品
川
大
隊
長
は
、
競
技
会

に
向
け
て
の
隊
員
へ
の
決
意
と
し
て
、
「
中
隊

の
名
誉
」
及
び
「
個
人
の
誇
り
を
か
け
て
」
の

二
点
を
要
望
し
た
。

各
中
隊
は
「
優
勝
」
を
勝
ち
取
る
た
め
日
々

練
成
し
た
成
果
を
十
二
分
に
発
揮
し
、
ス
タ
ー

ト
か
ら
ゴ
ー
ル
ま
で
全
精
力
を
傾
注
し
て
、
中

隊
の
名
誉
を
か
け
て
戦
っ
た
。

そ
の
結
果
、
第
三
一
七
共
通
教
育
中
隊
が
第

三
三
二
共
通
教
育
中
隊
の
四
連
覇
を
阻
止
し
て

見
事
「
優
勝
」
を
飾
っ
た
。
第
二
位
に
第
三
三

三
共
通
教
育
中
隊
、
連
覇
を
狙
っ
た
第
三
三
二

共
通
教
育
中
隊
は
第
三
位
に
終
わ
っ
た
。

大
隊
は
、
九
月
二
十
九
日
に
実
施
さ
れ
る
団

持
続
走
競
技
会
に
向
け
、
大
隊
長
以
下
基
幹
要

員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
大
隊
の
総
力
を
挙
げ
て

「
二
連
覇
」
を
達
成
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。

◆
大
隊
持
続
走
競
技
会

品 川 大 隊 長 の 号 音 で
ス タ ー ト を 切 る

ミ
ニ
制
服
着
用
・
南
極
の
氷
体
験
等
の
各
種
体

験
を
行
い
、
夏
休
み
の
一
時
を
過
ご
し
た
。
担

当
し
た
第
三
一
五
共
通
教
育
中
隊
の
要
員
は
、

積
極
か
つ
献
身
的
に
対
応
し
、
参
加
し
た
児
童

及
び
父
兄
に
は
大
変
好
評
で
あ
っ
た
。

体
験
を
通
し
て
、
児
童
達
は
、
「
自
衛
隊
の

人
は
皆
優
し
か
っ
た
、
飯
ご
う
炊
事
の
カ
レ
ー

が
お
い
し
く
、
本
当
に
楽
し
か
っ
た
。
お
世
話

を
し
て
く
れ
た
方
へ
の
感
謝
の
言
葉
、
ま
た
参

加
し
た
い
」
と
口
々
に
感
想
を
述
べ
、
自
衛
隊

に
対
す
る
良
い
印
象
と
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す

内
容
に
な
っ
て
お
り
、
今
大
会
に
お
け
る
参
加

者
の
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
と
親
近
感
の
醸
成

に
大
き
く
貢
献
し
た
。

飯ごう炊事



今
日
は
、
サ
ッ
カ
ー
の
練
習
試
合
が
あ
っ
た

け
ど
、
僕
は
見
学
に
行
き
た
か
っ
た
の
で
、
友

達
を
誘
っ
て
行
き
ま
し
た
。

ト
ラ
ッ
ク
の
後
ろ
に
乗
っ
て
演
習
場
に
行
く

途
中
に
、
シ
カ
を
見
ま
し
た
。
ど
ん
ど
ん
山
の

中
に
入
っ
て
行
っ
て
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
。

鉄
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
と
て
も
重
く
、
ぐ
ち
ゃ

ぐ
ち
ゃ
の
道
を
歩
く
の
に
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
フ

ラ
フ
ラ
し
ま
し
た
。
大
砲
の
音
が
う
る
さ
く
す

ご
く
遠
く
ま
で
飛
ん
で
行
き
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
双
眼
鏡
で
弾
の
落
ち
る
場
所
を
見
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

お
昼
か
ら
戦
車
を
使
っ
た
訓
練
を
見
ま
し
た
。

葉
っ
ぱ
を
い
っ
ぱ
い
付
け
て
顔
に
色
を
塗
っ
た

人
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
出
て
来
て
戦
車
の
後
ろ
を

一
生
懸
命
走
っ
て
攻
撃
し
て
い
ま
し
た
。
で
も

僕
は
迫
力
の
あ
る
戦
車
に
夢
中
で
し
た
。

デ
ッ
カ
イ
ヘ
ビ
を
触
っ
た
り
、
戦
車
の
前
で

写
真
を
撮
っ
た
り
し
て
日
頃
は
出
来
な
い
体
験

が
出
来
て
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

第１１号 か け は し 平成２３年１０月１日発行（６）

私
は
六
月
末
に
入
籍
を
し
、
七
月
か
ら
大
津

駐
屯
地
が
あ
る
大
津
市
に
大
阪
か
ら
来
ま
し
た
。

結
婚
し
て
か
ら
思
う
事
は
、
主
人
が
毎
朝
五

時
に
起
き
て
走
っ
た
り
、
仕
事
で
、
き
つ
い
メ

ニ
ュ
ー
を
こ
な
し
て
い
る
の
を
見
て
い
て
自
衛

官
は
体
力
も
そ
う
だ
し
精
神
面
も
強
く
な
い
と

い
け
な
い
過
酷
な
仕
事
だ
と
近
く
で
見
て
い
て

強
く
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
仕
事
を
毎
日
頑
張
っ

て
い
る
の
を
見
て
私
が
出
来
る
事
は
、
栄
養
面

を
考
え
た
食
事
を
作
る
事
や
休
養
な
ど
を
さ
せ

て
あ
げ
、
家
で
ホ
ッ
と
で
き
る
よ
う
な
明
る
い

家
庭
に
し
て
い
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

隊

員

家

族

投

稿

「
自
衛
隊
の
訓
練
見
学
に
行
っ
て
」

第
四
陸
曹
教
育
隊

普
通
科
中
隊

光
田
一
曹

長
男

光
田

来
輝一番左、来輝君

「
自
衛
官
の
妻
に
な
っ
て
」

第
一
〇
九
教
育
大
隊

第
三
一
六
共
通
教
育
中
隊

井
上
三
曹

夫
人

井
上

由
紀

主
人
は
、
自
衛
官
と
し
て
、
訓
練
や
体
力
作

り
に
励
み
、
演
習
や
災
害
派
遣
な
ど
精
神
的
に

も
体
力
的
に
も
か
な
り
厳
し
い
日
々
を
送
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
で
は
全

国
の
自
衛
隊
の
方
達
が
災
害
派
遣
と
し
て
東
北

に
入
り
、
人
命
救
助
を
は
じ
め
瓦
礫
の
撤
去
、

食
事
、
風
呂
な
ど
の
提
供
を
し
て
い
る
様
子
を

テ
レ
ビ
で
見
て
い
ま
し
た
。
と
て
も
悲
惨
な
状

況
の
中
、
自
衛
隊
の
方
達
が
団
結
し
て
東
北
の

人
達
を
助
け
、
時
間
を
か
け
て
作
業
し
て
い
る

姿
を
見
て
本
当
に
頭
が
下
が
る
思
い
で
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
お
子
さ
ん
達

が
自
衛
隊
の
方
達
の
活
動
を
目
の
当
た
り
に
し

て
「
将
来
自
分
も
自
衛
隊
に
入
っ
て
苦
し
ん
で

い
る
人
達
を
助
け
た
い
。
」
と
言
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。
世
の
中
の
役
に
立
ち
た
い
と
気
持
ち

で
思
っ
て
い
て
も
な
か
な
か
行
動
に
移
す
事
は

難
し
い
で
す
が
、
今
回
の
震
災
で
自
衛
官
と
し

て
の
責
任
を
持
ち
被
災
地
で
活
動
し
た
主
人
を

自
衛
官
の
妻
と
し
て
誇
り
に
思
い
ま
す
。

「
自
衛
官
の
妻
と
し
て
」

第
四
十
七
普
通
科
連
隊

第
二
中
隊

岡
本
二
曹

夫
人

岡
本

亜
弥

第
一
一
〇
教
育
大
隊
の
玄
関
上
部
に
設
置
し

て
い
る
部
隊
銘
板
上
に
ツ
バ
メ
が
巣
を
作
り
、

か
わ
い
い
新
隊
員
た
る
三
羽
を
基
幹
隊
員
た
る

親
鳥
が
食
事
教
育
に
よ
り
元
気
に
育
て
あ
げ
ま

し
た
。

親
鳥
が
こ
の
巣
の
作
成
を
開
始
し
た
の
が
、

我
が
大
隊
が
担
当
し
た
第
四
期
一
般
陸
曹
候
補

生
課
程
三
百
九
十
二
名
の
修
了
式
当
日
の
六
月

二
十
九
日
で
、
こ
れ
は
、
ツ
バ
メ
が
我
々
の
新

隊
員
と
の
別
れ
の
悲
し
み
を
理
解
し
、
代
わ
り

に
私
た
ち
の
子
供
を
育
て
て
と
巣
を
作
っ
て
く

れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
第
一
期
ツ
バ
メ
候
補
生
課
程
の
三
羽
は
、

八
月
十
五
日
に
本
課
程
を
卒
業
し
て
、
後
期
課

程
な
ら
ぬ
「
成
鳥
」
課
程
へ
と
旅
立
ち
ま
し
た

が
、
今
後
も
毎
年
こ
の
巣
で
卵
を
産
ん
で
育
て

て
も
ら
い
た
い
の
で
、
こ
の
巣
を
大
隊
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
永
久
保
全
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

銘板上にツバメが巣を作る

第
一
期

ツ
バ
メ
候
補
生
課
程
に
三
羽
入
隊


